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研究概要
科学技術の歴史研究にとって重要な一次資料である研究者資料（研究者個人に由来する資料）は、各地の文書館・

図書館・博物館や研究所内の「史料室」「記念室」などで保管されている。しかし、資料目録が未整備であったり独

自のフォーマットに基づいていたりすることも少なくないため、どこにどのような資料が保管されているのかを知ること

は容易でない。この種の資料の所在と概要の情報を集約することが、活用のための第一歩と考えられる。

本研究では、個々の資料（アイテム）でなく資料群（フォンド）に照準を合わせ、アーカイブズの国際標準となって

いる目録規則に即して、研究者資料を概括的に記述する標準的フォーマットを構築する。とりわけ、国内外での取り組

みが比較的進んでいる物理学者の資料を中心として検討を進める。

具体的な手順としては、代表者らが熟知する少数の資料群を事例として仮フォーマットを作り、これに基づいて他の

資料群をうまく記述できるかどうかを検証していく。この過程では、フォーマットを定めると同時に概要目録のデータそ

のものが生成されるため、完成したデータはインターネットを通じて公開する。また成果の紹介を通じて、研究者資料

アーカイブズへの関心を高める。
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